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模
拡
大
し
た
農
家
は
後
継
者
が
い
る
か
ら

だ
（
後
述
、
表
２
参
照
）。

も
う
一
つ
条
件
が
あ
る
よ
う
だ
。
ハ
ク

サ
イ
は
市
況
変
動
が
大
き
い
。
時
々
、
新

聞
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
よ
う
に
、

豊
作
で
値
崩
れ
し
た
時
は
、
収
穫
せ
ず
、

ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
に
鋤
き
込
む
こ
と
も
あ

る
。
ハ
ク
サ
イ
は
大
儲
け
す
る
と
き
も
あ

る
が
収
入
ゼ
ロ
も
あ
る
バ
ク
チ
の
よ
う
な

農
業
で
あ
る
。
後
継
者
の
い
る
農
家
は
、

収
入
が
安
定
す
る
「
契
約
栽
培
」
を
し
て

い
る
農
家
の
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
外
国
人

実
習
生
プ
ラ
ス
契
約
栽
培
で
高
所
得
を
実

現
し
た
農
家
に
、
若
い
後
継
者
が
い
る
。

後
上
和
彦
氏
（
１
９
８
１
年
生
）
は
、

高
校
卒
業
後
、
県
立
農
業
大
学
校
を
出
て

20
歳
で
就
農
し
た
。
父
の
代
も
農
家
（
兼

業
）
で
あ
る
が
、
当
時
は
ハ
ク
サ
イ
２

ha
、玉
レ
タ
ス
秋
冬
４
ha
、コ
メ
１
ha
だ
っ

た
。
兼
業
農
家
が
専
業
農
家
に
進
化
し
た

わ
け
だ
。
通
常
、
農
家
の
変
移
は
専
業
→

兼
業
→
離
農
で
あ
る
が
、
逆
で
あ
り
、
珍

し
い
パ
タ
ー
ン
だ
。

現
在
は
、
秋
冬
ハ
ク
サ
イ
15 

ha
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
10 

ha
、
レ
タ
ス
４
ha
、
春
ハ
ク

サ
イ
４
ha
で
あ
る
。
経
営
耕
地
面
積
19 

ha

（
う
ち
自
作
２
・
５
ha
）、
作
付
面
積
33 

ha
の
規
模
で
あ
る
。
秋
冬
ハ
ク
サ
イ
の
後

に
夏
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
植
え
る
。
20
歳

で
就
農
し
た
時
は
ハ
ク
サ
イ
２
ha
だ
っ
た

が
、
現
在
15 

ha
に
規
模
拡
大
し
た
。
労
働

力
は
当
人
、
両
親
（
60
代
）、
ベ
ト
ナ
ム

茨
城
県
は
全
国
一
の
野
菜
産
地
で
あ

る
。
労
働
集
約
型
の
野
菜
産
地
が
発
展
で

き
る
の
は
外
国
人
実
習
生
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
か
ら
だ
。
規
模
拡
大
も
外
国
人
実

習
生
依
存
で
あ
る
。
外
国
人
実
習
生
は
野

菜
産
地
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
位
置
づ
け

た
い
。

首
都
圏
の
食
料
基
地
と
し
て
発
展
し
て

い
る
県
西
地
区
で
、
外
国
人
実
習
生
が
農

業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
実
情
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

① 

若
い
農
業
経
営
者
が
多
い

茨
城
県
の
西
南
部
、
栃
木
県
に
隣
接
す

る
旧
結
城
郡
は
ハ
ク
サ
イ
の
大
産
地
で
あ

る
。
首
都
圏
で
主
に
冬
の
鍋
に
使
わ
れ
る

秋
冬
ハ
ク
サ
イ
の
９
割
以
上
は
こ
の
地
区

で
生
産
さ
れ
る
。
中
で
も
、八
千
代
町（
結

城
郡
）
は
ハ
ク
サ
イ
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
。

結
城
市
の
ハ
ク
サ
イ
農
家
・
後
上
和
彦

氏
を
訪
問
し
た
（
結
城
市
山
川
）。
山
川

地
区
は
南
に
５
㎞
行
け
ば
八
千
代
町
で
あ

る
。
レ
タ
ス
と
ハ
ク
サ
イ
が
盛
ん
だ
。
10 

ha
規
模
の
野
菜
農
家
が
多
く
、
30
〜
40 

ha
農
家
も
か
な
り
あ
る
。

後
上
氏
は
ま
だ
36
歳
、
若
い
。
そ
れ
で

も
、
販
売
額
１
億
円
超
の
農
業
経
営
者

だ
。
農
業
調
査
で
よ
く
農
家
を
訪
問
す
る

が
、
最
近
で
一
番
若
い
農
業
経
営
者
だ
。

後
上
氏
に
よ
る
と
、「
結
城
は
若
い
人
が

多
い
よ
」。
外
国
人
実
習
生
を
活
用
し
規

叶　芳和
評論家

シ
リ
ー
ズ
レ
ポ
ー
ト

農業は先進国型産業になった！

―
農業現場の変化

第10回

茨城県の農業産出額1,890 億円は、都道府県別にみると全国1位である（北
海道除く、2015 年）。中でも県西地区は首都圏の食料基地として野菜農業
が発展している。労働集約型の野菜産地が発展できるのは“外国人実習生”
の活用が進んでいるからだ。
かつて、農村では外国人労働力の導入を忌避する傾向があった。しかし、今
は日本農業を支えているのは外国人実習生である。というより、外国人実習
生が多い地域ほど農村は発展している。農村現場で、外国人実習生はどのよ
うな役割を果たしているのか。

農産物生産ゴガミ（茨城県結城市）

外国人実習生に
支えられた野菜産地
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く
「
若
い
頃
、
夢
が
あ
っ
た
。
ハ
ク
サ
イ

農
家
は
高
級
車
に
乗
り
、
白
菜
御
殿
に
住

ん
で
い
た
」。
続
け
て
、「
後
継
者
に
な
る

に
は
安
定
し
た
収
入
が
必
要
。
そ
れ
で
契

約
栽
培
に
決
め
た
」「
農
外
か
ら
の
新
規

就
農
者
は
収
穫
の
楽
し
み
を
夢
見
て
就
農

す
る
人
も
い
る
が
、
自
分
た
ち
後
継
者
は

安
定
し
た
収
入
が
必
要
だ
」

② 

外
国
人
実
習
生
が
好
き
だ

︱
︱
実
習
生
の
お
陰
で
規
模
拡
大
︱
︱

後
上
農
場
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
技
能

実
習
生
が
４
人
い
る
。
変
遷
を
聞
く
と
、

13
年
前
か
ら
外
国
人
研
修
生
が
い
た
。
当

時
は
一
人
、
中
国
人
だ
っ
た
。
地
域
で
早

い
方
で
は
な
か
っ
た
。
昔
は
不
法
就
労
も

多
く
い
た
よ
う
だ
。
10
年
前
、
２
人
に
な

り
、
８
年
前
４
人
に
増
え
た
（
こ
こ
ま
で

は
中
国
人
）。
５
年
前
か
ら
、
現
在
の
よ

う
に
ベ
ト
ナ
ム
人
４
人
に
な
っ
た
。

「
外
国
人
実
習
生
が
い
る
か
ら
、
規
模
拡

大
で
き
た
」。
ハ
ク
サ
イ
は
重
量
野
菜
で

あ
り
、
重
労
働
だ
。
実
習
生
が
い
な
い
と

収
穫
作
業
が
大
変
で
あ
る
。
高
齢
者
に
は

不
向
き
、
親
が
手
伝
っ
て
も
家
族
経
営
で

は
規
模
拡
大
で
き
な
い
。
実
習
生
が
い
な

け
れ
ば
、
規
模
拡
大
は
考
え
ら
れ
な
い
と

い
う
。
も
し
家
族
労
働
力
で
あ
れ
ば
、
３

ha
規
模
が
限
界
の
よ
う
だ
。
ま
た
、
規
模

拡
大
で
き
た
か
ら
、若
い
後
継
者
も
出
る
。

結
城
地
区
に
後
継
者
が
多
い
の
は
外
国
人

実
習
生
の
効
果
だ
。

実
習
生
の
賃
金
は
手
取
り
月
17
万
〜
18

万
円
で
あ
る
。
周
年
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
。

賃
金
は
時
間
給
で
時
給
７
９
６
円
（
茨
城

県
最
低
賃
金
）。
勤
務
時
間
は
朝
７
時
〜

夕
５
時
勤
務
（
暗
く
な
る
と
収
穫
作
業
で

き
な
い
）。
土
日
も
働
く
。
天
候
が
悪
い

時
や
、
各
自
が
休
暇
を
取
り
た
い
時
に
休

む
。
夏
場
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
朝
も
ぎ
が

あ
る
の
で
、
朝
４
時
〜
夕
６
時
（
昼
寝
タ

イ
ム
な
ど
あ
り
）。
残
業
時
間
は
年
間
ほ

ぼ
同
じ
な
の
で
、月
収
も
同
じ
に
な
る（
土

日
を
残
業
扱
い
す
る
と
残
業
は
月
約
60
時

間
）。仕

事
の
内
容
は
、
収
穫
は
も
ち
ろ
ん
、

播
種
、
定
植
、
追
肥
、
防
除
、
中
耕
な
ど
、

運
転
以
外
の
農
作
業
は
す
べ
て
や
る
。

人
４
人
の
計
７
人
で
あ
る
。

販
売
先
は
、農
協
の
部
会
に
は
属
さ
ず
、

個
人
出
荷
で
あ
る
。
ハ
ク
サ
イ
の
出
荷
先

は
、
㈲
農
業
生
産
法
人
茨
城
白
菜
栽
培
組

合
（
岩
瀬
一
雄
社
長
）、
築
地
市
場
を
介

し
て
ス
ー
パ
ー
と
の
契
約
栽
培
、
そ
の
他

大
田
市
場
、
水
戸
中
央
市
場
で
あ
る
。
茨

城
白
菜
栽
培
組
合
向
け
と
ス
ー
パ
ー
向
け

は
契
約
栽
培
で
、
こ
の
両
者
が
全
体
の
５

割
を
占
め
る
。
な
お
、
結
城
市
で
は
農
協

の
共
販
率
は
４
〜
５
割
程
度
ら
し
い
。

（
注
）
㈲
茨
城
白
菜
栽
培
組
合
に
つ
い
て
は
拙
著
『
新
世

代
の
農
業
挑
戦
︱
優
良
経
営
事
例
に
学
ぶ
︱
』（
新
書
版
）

全
国
農
業
会
議
所
２
０
１
４
年
第
２
部
第
５
章
参
照
。

な
お
、
初
出
は
『
農
業
経
営
者
』
06
年
９
月
号
拙
稿
。

ハ
ク
サ
イ
は
“
薄
利
多
売
”
の
よ
う
だ
。

「
当
た
れ
ば
大
儲
け
で
き
る
が
、
豊
作
で

相
場
が
崩
れ
た
時
は
金
に
な
ら
ん
。
価
格

変
動
が
激
し
い
」「
例
え
ば
、
今
朝
の
市

場
価
格
は
１
２
０
０
〜
１
５
０
０
円
だ

が
、
３
週
間
前
（
11
月
初
め
）
は
２
０
０

〜
５
０
０
円
だ
っ
た
」

し
か
し
、
価
格
の
不
安
定
が
、
良
く
も

悪
く
も
ハ
ク
サ
イ
の
魅
力
の
よ
う
だ
。
10 

ha
経
営
す
る
と
、
収
穫
期
に
は
１
日
当
た

り
の
手
間
賃
が
60
万
円
に
な
る
（
６
０
０

円
／
箱
）。
単
価
が
１
５
０
０
円
な
ら
１

５
０
万
円
だ
。
こ
の
醍
醐
味
が
い
い
ら
し

い
。
後
上
氏
は
「
夢
が
あ
る
の
は
ハ
ク
サ

イ
」と
い
う
。
レ
タ
ス
は
手
間
が
か
か
る
。

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
の
話
に
よ
る
と
、

八
千
代
地
区
に
行
く
と
、「
白
菜
御
殿
」

が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
所
得
申
告
も
適
当

だ
か
ら
相
当
な
高
収

入
が
残
っ
て
い
る
は

ず
だ
と
い
う
。
価
格

変
動
が
大
き
く
バ
ク

チ
み
た
い
な
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
、
税
務

署
も
所
得
の
捕
捉
が

難
し
い
よ
う
だ
。「
ク

ロ
ヨ
ン
」
の
真
偽
の

ほ
ど
は
不
明
だ
が
、

切
妻
屋
根
の
「
白
菜

御
殿
」
が
並
ん
で
い

る
地
区
が
あ
る
。

な
ぜ
ハ
ク
サ
イ
を

選
択
し
た
の
か
と
質

問
し
た
。
後
上
氏
曰

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

外国人実習生に支えられた野菜産地
農産物生産ゴガミ（茨城県結城市）

第10回

図１　農産物価格指数（2000年＝100）
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う
だ
が
、
外
国
人
実
習
生
を
雇
用
す
る
の

も
「
ス
テ
ー
タ
ス
」
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
実
習
生
は
コ
ス
ト
要
因
で
あ

る
か
ら
大
き
な
無
駄
は
省
く
で
あ
ろ
う

が
、「
実
習
生
を
何
人
雇
っ
て
い
る
」
が

規
模
拡
大
農
家
の
象
徴
に
な
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
八
千
代
町
で
は
、
農
業
と
外
国
人

実
習
生
に
関
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
が

起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

④ 

労
働
が
キ
ツ
イ
ほ
う
が
伸
び
る

︱
︱
労
働
集
約
型
が
伸
び
、

　
　
機
械
化
農
業
は
衰
退
︱
︱

ハ
ク
サ
イ
は
重
量
作
物
で
あ
り
、
農
作

業
が
キ
ツ
イ
。
苦
労
が
多
い
。
一
方
、
コ

メ
は
機
械
化
が
進
み
、
農
作
業
は
楽
で
あ

る
。
高
齢
者
で
も
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、

ハ
ク
サ
イ
は
農
家
所
得
が
伸
び
、
一
方
、

コ
メ
は
農
家
所
得
が
低
落
傾
向
に
あ
る
。

言
い
換
え
る
と
、労
働
集
約
型
が
伸
び（
ハ

ク
サ
イ
）、
機
械
化
し
た
土
地
集
約
型
は

衰
退
産
業
に
な
っ
て
い
る
（
コ
メ
）。
逆

説
的
に
見
え
る
。

ハ
ク
サ
イ
経
営
は
、
作
業
が
重
労
働
で

厳
し
く
不
利
な
産
業
で
あ
る
の
に
、
伸
び

て
い
る
。
労
働
集
約
的
と
い
う
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
は
外
国
人
実
習
生
の
活
用
で
緩
和

し
た
わ
け
だ
。
つ
ま
り
、
外
国
人
実
習
生

は
ハ
ク
サ
イ
農
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
（
収
穫
機
は
開
発
中
だ
が
、
加
工
用

で
は
な
い
の
で
難
し
い
よ
う
だ
）。

表
１
は
、
農
業
経
営
体
の
常
用
雇
用
数

活
用
し
な
い
と
規
模
拡
大
で
き
ず
、
後
継

者
も
で
き
ず
、
将
来
的
に
は
離
農
と
い
う

パ
タ
ー
ン
だ
。
つ
ま
り
、
経
営
力
が
な
い

と
、
ハ
ク
サ
イ
農
家
は
世
代
を
ま
た
ぐ
発

展
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

③ 

モ
ッ
ト
ー
は「
絶
対
納
品
」

後
上
氏
は
当
面
の
目
標
と
し
て
、「
も

う
ち
ょ
っ
と
大
き
く
し
た
い
。
い
ま
父
が

実
習
生
を
担
当
し
て
い
る
が
、
も
う
65
歳

だ
。
法
人
化
し
て
、
父
に
代
わ
っ
て
実
習

生
を
管
理
で
き
る
日
本
人
を
採
用
し
た

い
。そ
の
中
で
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る
」

ま
た
、
農
業
経
営
者
と
し
て
後
上
氏
の

モ
ッ
ト
ー
は
「
絶
対
納
品
」
で
あ
る
。
注

文
を
受
け
た
ら
必
ず
守
る
。
そ
れ
が
供
給

者
と
し
て
の
信
用
を
高
め
る
か
ら
だ
。
天

候
に
左
右
さ
れ
が
ち
な
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
、「
絶
対
納
品
」
は
競
争
優
位
に

立
つ
戦
略
で
も
あ
る
。そ
の
観
点
か
ら
も
、

良
く
働
い
て
く
れ
る
実
習
生
の
存
在
は
不

可
欠
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
外
国
人
実
習
生
は
隣
の
八

千
代
町
の
方
が
多
い
。
結
城
市
は
中
型
農

家
で
外
国
人
実
習
生
は
３
〜
４
人
で
あ
る

が
、
八
千
代
町
の
場
合
、
７
〜
８
人
も
い

る
。
規
模
の
小
さ
い
農
家
で
も
４
〜
５
人

い
る
。
単
な
る
「
戦
力
」
を
超
え
た
存
在
、

実
習
生
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
る
と
「
社

長
業
」
の
意
識
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

「
高
級
車
」「
大
き
い
ト
ラ
ク
タ
ー
」
が
農

家
の
ス
テ
ー
タ
ス
（
社
会
的
地
位
）
の
よ

住
ま
い
は
、
近
く
に
実
習
生
の
た
め
の

寮
を
建
て
た
（
寮
費
は
月
２
万
円
）。
４

人
共
同
生
活
し
て
い
る
。
月
５
万
円
前
後

は
自
国
に
送
金
で
き
て
い
る
。
中
に
は
月

10
万
円
の
実
習
生
も
い
る
。

３
年
の
期
間
を
終
え
て
帰
国
後
は
、
中

国
人
は
韓
国
な
ど
他
の
国
に
出
稼
ぎ
に

行
っ
た
よ
う
だ
。ベ
ト
ナ
ム
人
は
帰
国
後
、

普
通
の
会
社
勤
め
。
農
外
で
あ
る
。
日
本

に
「
農
業
技
能
実
習
生
」
と
し
て
来
日
し

て
も
、
帰
国
後
、
就
農
す
る
人
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
。
日
本
に
来
る
の
は
、
日
本
語

を
習
得
す
る
の
が
目
的
の
よ
う
だ
。「
帰
っ

た
ら
、
い
い
会
社
に
勤
め
ら
れ
る
」
と
期

待
し
て
い
る
。

後
上
氏
に
よ
る
と
、
農
家
の
人
た
ち
は

「
外
国
人
が
好
き
だ
」
と
い
う
。
た
ま
に

は
一
緒
に
食
事
し
た
り
、
遊
び
に
誘
っ
た

り
す
る
。
後
上
農
場
で
は
父
親
が
実
習
生

を
担
当
し
て
い
る
が
、「
父
は
彼
ら
を
セ

ガ
レ
同
等
に
扱
っ
て
い
る
。
一
緒
に
ご
飯

を
食
べ
に
行
っ
た
り
、
頭
が
痛
い
と
い
う

と
、
お
前
ク
ス
リ
は
あ
る
か
、
こ
れ
を
な

ん
粒
飲
め
よ
と
言
っ
て
、
薬
を
あ
げ
て
い

る
」実

習
生
へ
の
接
し
方
は
、
外
国
人
で
な

く
て
、「
同
じ
人
間
」
と
思
っ
て
接
し
て

い
る
。
良
好
な
関
係
を
作
る
の
に
大
切
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。

後
上
氏
に
よ
る
と
、
実
習
生
を
う
ま
く

使
え
な
い
と
ダ
メ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
経

営
力
が
重
要
と
い
う
。
実
習
生
を
上
手
に

を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
農
村
は
都
会

以
上
に
労
働
力
不
足
で
あ
る
か
ら
、
常
雇

の
か
な
り
の
部
分
が
外
国
人
実
習
生
と
み

な
し
て
よ
い
。
日
本
人
の
常
雇
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
常

雇
を
外
国
人
実
習
生
の
代
理
変
数
と
み
な

し
て
議
論
す
る
。

表
１
に
見
る
よ
う
に
、
経
営
体
数
は
減

少
し
て
い
る
の
に
、
常
雇
の
い
る
農
家
は

増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
結
城
市
も
八
千

代
町
も
、
常
雇
の
数
が
急
増
し
て
い
る
。

結
城
市
は
00
年
の
63
人
か
ら
15
年
３
６
１

人
に
増
え
た
。
八
千
代
町
は
２
０
１
人
か

ら
８
３
０
人
に
増
え
た
。
外
国
人
実
習
生

を
活
用
し
て
農
業
発
展
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

特
に
八
千
代
町
は
実
習
生
依
存
が
大
き

い
。
表
１
の
右
側
欄
に
見
る
よ
う
に
、
農

業
経
営
体
数
１
戸
当
た
り
実
習
生
数
は
、

県
平
均
０
・
１
８
９
人
に
対
し
、
結
城
市

０
・
３
４
３
人
、
八
千
代
町
０
・
７
５
２

人
で
あ
る
（
15
年
）。
八
千
代
町
は
県
平

均
の
４
倍
だ
。
外
国
人
実
習
生
へ
の
依
存

度
の
高
さ
が
分
か
る
。

も
う
一
つ
価
格
要
因
も
重
要
だ
。
供
給

サ
イ
ド
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
実
習
生
活

用
）
だ
け
で
は
発
展
で
き
な
い
。
コ
メ
の

よ
う
に
、
価
格
が
趨す
う

勢せ
い

的
に
下
落
す
る
よ

う
で
は
農
家
の
経
営
発
展
は
限
ら
れ
る
。

先
に
図
１
で
見
た
よ
う
に
、
ハ
ク
サ
イ
は

年
に
よ
っ
て
価
格
変
動
が
激
し
い
も
の

の
、
長
期
的
に
は
上
昇
し
て
い
る
。
00
年
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町
（
19
％
）、
３
位
は
結
城
市
（
12
％
）

で
あ
る
。
特
に
八
千
代
町
は
鉾
田
市
に
近

い
高
水
準
で
あ
る
。

鉾
田
市
は
メ
ロ
ン
、
ミ
ズ
ナ
な
ど
ハ
ウ

ス
栽
培
、
サ
ツ
マ
イ
モ
農
家
が
主
体
で
あ

る
が
、
外
国
人
実
習
生
が
多
い
。
実
習
生

が
大
半
で
あ
る
常
雇
が
２
４
７
１
人
、
１

経
営
体
当
た
り
常
雇
数
は
０
・
９
７
１

人
で
あ
り
、
八
千
代
町
よ
り
多

い
。
中
で
も
農
業
の
発
展
し
て
い

る
合
併
前
の
旧
旭
村
は
常
雇
１
２

０
９
人
、
１
経
営
体
当
た
り
１
・

３
０
３
人
と
実
習
生
依
存
度
が
高

い
（
経
営
体
数
９
２
８
、
常
雇
の

い
る
経
営
体
数
３
２
５
、
常
雇
実

人
数
１
２
０
９
人
）。
こ
の
よ
う

に
、
外
国
人
実
習
生
が
多
い
地
域

ほ
ど
、
高
収
入
農
家
が
多
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
外
国
人
実
習

生
を
導
入
し
て
い
る
農
家
が
高
所

得
農
業
を
達
成
し
、
そ
れ
が
若
い

後
継
者
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。「
実
習
生
様
々
」
で
あ
ろ
う
。

人
間
と
し
て
「
尊
厳
」
を
も
っ
て

実
習
生
に
接
し
て
い
る
農
家
ほ

ど
、
経
営
発
展
を
確
実
に
す
る
。

実
習
生
を
上
手
に
使
い
こ
な
す
経

営
力
が
必
要
だ
。

日
本
は
低
賃
金
の
国
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
外
国
人
実
習
生
受
け
入

れ
の
国
際
競
争
力
は
低
下
し
て
い

る
。「
人
間
尊
重
」
の
経
営
が
重
要

さ
を
増
し
て
い
る
。

先
述
の
「
ス
テ
ー
タ
ス
」
論
も
、
同
じ

文
脈
で
あ
る
。
実
習
生
が
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
働
け
る
環
境
に
な
れ
ば
、「
夜
逃

げ
」
な
ど
起
こ
り
え
な
い
。
ス
テ
ー
タ
ス

論
は
そ
う
い
う
環
境
づ
く
り
に
一
役
買
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
共
生
に
向
け
て
、
パ
ラ

ダ
イ
ム
転
換
の
時
だ
。

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

外国人実習生に支えられた野菜産地
農産物生産ゴガミ（茨城県結城市）

第10回

を
１
０
０
と
し
て
、
ハ
ク
サ
イ
の
価
格
指

数
は
１
９
３
に
上
昇
し
た
。こ
れ
に
対
し
、

コ
メ
は
同
期
間
に
86
に
低
下
し
た
。

コ
メ
基
準
の
相
対
価
格
で
い
え
ば
、
ハ

ク
サ
イ
は
２
・
２
倍
も
価
格
上
昇
し
た
こ

と
に
な
る
。
ハ
ク
サ
イ
経
営
の
方
が
有
利

だ
と
い
え
る
。
コ
メ
を
や
め
て
ハ
ク
サ
イ

に
シ
フ
ト
し
た
農
家
も
い
る
。

⑤ 

高
所
得
農
業
地
帯

外
国
人
実
習
生
の
多
い
地
域
は
高
所
得

農
業
が
多
い
。
表
３
は
販
売
額
規
模
別
の

農
家
分
布
（
茨
城
県
市
町
村
別
）
を
見
た

も
の
で
あ
る
。
高
収
入
層
の
多
さ
は
鉾
田

市
が
ダ
ン
ト
ツ
で
あ
る
。
２
０
０
０
万
円

以
上
層
が
23
％
も
い
る
。
２
位
は
八
千
代

表１　雇用者（常雇）の推移

表２　年齢別農業就業人口（男）の比較（構成比%、万円）

表３　農産物販売額規模別農家分布（販売農家、2015年）（上位層から累計%）

（資料）農林業センサス。2000年、2005年は販売農家。

（資料）「2015農林業センサス」。農業産出額は「市町村別農業産出額（推計）」。

（出所）「2015年農林業センサス」。

39歳以下 49歳以下 65歳以上 1人当たり
農業産出額

茨城県 8.2 13.5 64.0 508

結城市 11.5 17.5 50.5 948
八千代町 14.4 24.3 48.6 848
鉾田市 16.9 28.1 41.3 1,198
坂東市 11.9 18.5 54.0 751
茨城町 9.9 16.1 59.7 795

　　市町村 1,000万円
未満

1,000万円
以上

2,000万円
以上

3,000万円
以上

5,000万円
以上

1位 鉾田市 58.0 42.0 22.7 14.0 6.0
2位 八千代町 70.1 29.9 19.2 12.6 5.0
3位 結城市 78.1 21.9 11.6 6.8 2.7
4位 坂東市 78.4 21.6 7.3 3.4 0.9
5位 行方市 81.6 18.4 6.8 3.7 1.0
茨城県平均 90.6 9.4 4.1 2.4 0.9

経営体数
常雇（7カ月以上） 常雇の普及度

雇い入れた
実経営体数 実人数 延べ日数

（人日）
実人数/

経営体数（人）

県計

2000年 103,239 1,122 2,958 562,020 0.029 

2005年 84,845 1,267 3,415 650,693 0.040 

2010年 71,542 2,430 7,680 1,671,545 0.107 

2015年 57,989 2,976 10,983 2,302,200 0.189 

結城市

2000年 1,956 30 63 11,970 0.032 

2005年 1,489 38 86 15,460 0.058 

2010年 1,250 94 232 49,162 0.186 

2015年 1,051 131 361 70,131 0.343 

八千代町

2000年 1,872 32 201 38,190 0.107 

2005年 1,503 140 296 60,664 0.197 

2010年 1,296 189 525 118,737 0.405 

2015年 1,104 232 830 196,530 0.752 


